
令和２年度 西諸支部活動報告 
１研究テーマ 

  研究主題 「生徒の科学的な思考力・判断力・表現力を高める指導の工夫」 

  副  題 ～授業における思考・判断・表現モデルと効果的な ICT 活用の在り方～ 

２ 研究内容    

月 行   事 内      容 

５ 第１回主任会 

・令和２年度 役員選出および各担当者確認 

・協議 Ｒ１ 事業報告、会計報告 

    Ｒ２ 事業計画、予算案、研究内容等 

                 （２８日・永久津中学校） 

９ 第２回主任会 
・自由研究審査会 

・研究について                      （３日・永久津中学校） 

12 第３回主任会 

・タブレットＰＣ操作法研修会 

・協議 「理科におけるＩＣＴの活用法」 

              （２１日・東方中学校） 

２ 第４回主任会 

・本年度の事業内容、年間計画の反省 

・来年度の事業計画検討 

・会計報告、研究のまとめ          （２６日・永久津中学校） 

３ 研究の実際 

（１）中学校理科部会の取組 

   西諸県地区では、平成２７年度より思考・表現モデルの開発と実践に取り組んできた。その後、平

成３１年度には西諸県地区の小林市内の中学校にタブレットＰＣが導入された。また、新型コロナウ

イルス感染症の影響で、政府が推進する GIGA スクール構想が前倒しとなり、令和３年度より１人

１台のタブレットＰＣ端末環境が各学校で整備されることが決定している。さらに、令和３年度より

新学習指導要領が完全実施される。 

これらのことを受け、西諸県地区中理研では、本年度の研究主題を「生徒の科学的な思考力・判断

力・表現力を高める指導の工夫」、副題を「授業における思考・判断・表現モデルと効果的なＩＣＴ

活用の在り方」とし研究実践に取り組んだ。 

 

（２）組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 研究推進委員会は、研究部長が西諸県地区理科教職員に呼びかけ協

力者をお願いした。 

 

会長 西諸理科部会 

理事長 みやざきの科学教育推進事業 

地区実行委員 

研究推進委員会 

研究部長 

研究副部長 



（３）研究実践計画 

  ① 西諸県地区で取り組んできたトゥールミンモデルをもとに、授業における「思考・判断・表現モ

デル」のさらなる活用を図る。 

   ア ワークシート等による各校における実践 

   イ タブレット PC等の ICT機器を活用した「思考・判断・表現モデル」の実践 

   ウ タブレット PC等の ICT機器の活用法の工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ② 授業研究会については、令和３年度九州大会において物理分野の発表が決定しているので、物理

分野での授業研究会を行う。 

  ③ 各学校で分担して「学習課題一覧表」の見直しを行う。 

 

（４）実際の取組 

① （３）の①については、各学校で（３）①のア～ウに取り組んでもらうことにした。しかし、新

型コロナウイルス感染症の影響で、授業自習が逼迫したこともあり、各学校でなかなか十分な取

組ができなかった。 

② 授業研究会についても、新型コロナウイルス感染症の影響で実施できなくなった。そこで、12

月 21日(火)に小林市立東方中学校で、西諸県中理研ＩＣＴ研修会を実施し、各学校の理科主任の

先生方を対象に、タブレットＰＣや授業支援ソフトの効果的な活用の仕方を中心に講義や実技演

習を行った。 

  研修会では、まず各先生１台ずつタブレットＰＣを使ってもらい、授業支援ソフトの画面合体機

能やグループワーク機能を活用した画面情報の共有や整理の仕方を演習していただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



    次に、タブレットＰＣのカメラ機能を使って電流の大きさを測定する操作を行った。定量的な

実験では生徒の目盛りの読み取り技能を向上・定着させる必要がある。そのための効果的なＩＣ

Ｔの活用として、タブレットＰＣのカメラ機能やビデオ機能が有効に活用できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    研修会の最後には、Googleフォームを用いたアンケートの作成方法について説明を行い、実際

に研修会のアンケートを Googleフォームで行ってもらった。 

    研修会の質疑では、西諸県地区のえびの市、高原町、小林市の ICT環境について情報交換を行

ったり、タブレット PCの操作法について、質問を受け、分かる範囲で研修会の担当が返答を行

ったりした。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 「学習課題一覧表の見直し」については、各学校の分担を行い、実際に見直し作業を行っていた

だいた。しかし、新型コロナウイルス感染症の影響で、研究推進員会をなかなか開くことができ

ず、内容の検討ができていない。また、次年度に教科書が新しくなることもあり、次年度への継

続取組としていきたい。 



４ 研究の成果と今後の課題 

(１) 成果 

○ 西諸県の各学校においては、長年にわたり予想や考察の場面で思考・判断・表現モデルを用い

てきたことで、生徒の思考・判断力や表現力が向上してきたと推測される。 

○ タブレット PC を使い、思考・判断・表現モデルや自作の教材をデジタル教材化して授業に用

いることで、きめ細かな個に応じた指導を行うことができ、生徒の思考過程を後から振り返るこ

とが可能になった。を確認したり、後から何度も見返したりすることができるので、個に応じた

指導や評価に活用できる。 

  

 (２) 課題 

  ○ ＩＣＴ機器については、次年度から 1 人 1 台ずつタブレット端末が整備されるので、実践を重

ね、効果的な使い方について情報を共有していく必要がある。 

○ 西諸県地区の理科における生徒の思考力・判断力・表現力の定義を明確にし、各種諸検査の結果

やアンケートなどを用いて、定量的に生徒の変容を調べていく必要がある。 


